



























                                            
1 本稿で使用したデータの一部は第 回多言語社会研究会（東京例会）社会言語学の
課題としての医療通訳研究 年 月 日、女子美術大学）で発表している。  
2https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kokusa
i/index.html 
3 http://jmip.jme.or.jp/  
4 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000056944.html  
5 外国籍者が集住している地域の医療機関は 年代からすでに医療通訳者を配置し
ており、「いまさら」「いまごろ」というとらえ方もあるだろう。拠点病院への医療通訳の配置は、










2. 医療通訳教育研究概観  
2.1 大学における医療通訳教育  
 現在医療通訳者養成の講座を開いている大学は 3 大学で全て医学部を持つ大




• 同大学院同分野主催医療通訳講座  














2.2 医療通訳研究  
学術情報データベース CiNii を使用し検索ワードとして「医療通訳」を入力して検
索した。2018 年 12 月現在の検索結果は 182 件であった。重複して登録されてい
る文献を除くと 176 件となった11。これを年代別に分類すると表１12の結果になる。
2003 年がもっとも古い13。2018 年発行については今後も追加されると考えられ暫





                                            
10 病院や医師との連携、医療通訳が必要なケースが十分かなどの課題は残る。  
11 医中誌 web での同様の検索結果は 280 件（重複未確認）あった。ここには学会大会研
究発表抄録集等も含まれる。  
12 表は文末に資料としてまとめた。  














教育者、IT 研究者  
なお、科学研究費助成事業データベースで「医療通訳」を検索すると 61件、厚生
労働科学研究成果データベースでは 16 件の研究が確認できる(2018 年 12 月現
在 )。 
 














問いそれをデータとして残す必要がある(糸魚川  2018)。 
                                            
14 日本の医療通訳のあり方について「この 10 年堂どう巡りですすんでいない」（井
田健  研究発表「地域中核病院における医療通訳さんの重要性」2018 年 12 月 8 日
国際臨床医学会学術集会より）という発言からわかるように、同じような現状と
課題が繰り返し議論されている。  











語通訳を派遣した 2 件の事例についてきいたことがある。そのうち 1 件は医療機関





















(多文化共生きょうと 2017: 28) 
③ コミュニティ通訳の下位カテゴリー「在住外国人の生活に密着した場面におけ
る通訳」（水野 2008: 15） 
④ 「在住外国人やコミュニケーション障害者の生活に密着した場面の通訳」（飯
田 2018: i）19 









































要な信頼関係の構築に寄与することを使命とする」（李  2018: iii） 
⑨ 「日本語が不自由な在日外国人にとって、『医療通訳』は欠くことのできない
『社会資源』です。 —中略— すべての人が医療を受けることができる権利、
『人権保障』でもあります」（李  2018: 36-37） 
⑩ 「日本語が母語でない、もしくは日本語でのコミュニケーションに制限がある患
者等に対して、日本語での医療・保健を安全かつ安心して提供するために、
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通訳技能 と医学知識 を用いて相互理解 を支援する専門職である」 （田 畑  
2018: 12) 
⑪ 「患者およびその家族に対して、意志を表示する／情報をえる／コミュニケーシ
























件もない」、「この業界がばらばらで、体系化されていない」（ヘイル  2014: 36-37）と
述べている。 
 
3.3 医療通訳者の役割と現場  
                                            




































































の理論が有効である。「情報のユニバーサルデザイン化」 (かどや  2012)、「障害学
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26 当然、人間か機械翻訳か、の二者択一の問題ではなく、利用者が選択できればよい。  
27  これまで医療通訳研究に社会言語学の考え方や理論が参照されることはまれであった。
これは社会言語学からの通訳へのアプローチが弱かったことにも起因する。その意味で高











通訳の事例から―」『通訳翻訳研究への招待』  19, 91-108 
田畑知沙 (2018)「医療通訳の定義と役割に関する検討」（厚労省科研「医療通訳
認証の実用化に関する研究」2017 年度分担研究報告書）, 8-16 






水野真木子 (2008)『コミュニティ通訳入門』大阪教育図書  
水野真木子ほか(2015)『コミュニティ通訳』みすず書房  
森田直美 (2017)「異なる文化とことばの間で医療通訳するということ」『日本渡航医
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「特集 外国人対応と医療通訳 （前編）」『医事業務』2018 年 5 月 15 日号 8-27 
「特集 2 外国人対応と医療通訳 （後編）」「医療現場でいかに翻訳機を活用する
か？」『医事業務』2018 年６月 1 日号  


























計  176 
表 1. 年別論考数  
掲載誌分
野  件数  
保健医療  95 
紀要等  27 
行政  18 
通訳  9 
情報  6 
ボランティア 6 
その他  5 
移民政策  3 
公衆衛生  2 
運動  1 
教育  1 
言語  1 
人類学  1 
団体  1 
合計  176 
表 2. 掲載誌分野別  
